
とてもよくわかる「誰にでもできる学力の保証」 No２

算数･数学ミニ研修
他教科の学習指導にも役立ちます。神栖市教育会算数･数学教育研究部

今回のテーマは，『誰もが解ける学習問題の作り方』です。
１ 学習問題を作るポイント

「クラスの誰もが既習の知識や素朴な方法で解ける，問題を用意する。｣
『文部科学省教科調査官：笠井 健一』
① 素朴な方法でもよいのでクラスの誰もが解けるようにします。
② 授業を行う前に，まず教師自身が子どもの立場に立って，子どものもつ

既習の知識だけで問題を解く方法を考えます。

「単元の学習に入る前に，その単元で使う既習内容を復習する。」：『井上一郎先生』

２ クラスの誰もが解ける学習問題例
例題１

おはじきが：：：：：：のようにならんでんでいます。
ぜんぶでいくつあるでしょう。（小学2年生かけ算）

この問題では，２×６＝１２だけが正解ではありません。
１２の求め方は，１つずつ数えたり，２とびで数えるなどもあります。
教師は，１つずつ数えた児童に「よく数えたね，君が数えたから２×６＝１２の

計算が正しいことがわかったんだよ。」と声を掛けたり，２とびで数えた児童に「１
年生で勉強したことが使えたね。しっかり覚えていて偉いね。」と称賛して児童一人
一人の考えを結びつけることで思考力を育てる深い学びの授業になります。

例題2
長さの等しいストローを使って下のように六角形を n個並べます。
太郎くんは，必要なストローの数は，何本になるか本数を表す式を６＋５（n －１）と
表しました。太郎くんは，どのように考えたのか説明しなさい。図にかいた線は消さな
いで残しておきます。
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正答例
必要なストローの本数を表す式は，一番

左側の六角形の本数と二番目からの六角形
の本数を合わせれば求められる。一番左側
の六角形には，６本のストローがある。

二番目からは，５本ずつストローがあり，それらは（n－１）個ある。
したがってストローの本数を表す式は，６＋５（n－１）で表される。

・同じ問題が小学校５年生の教科書に掲載されています。答えは６＋５×（□－１）
・小学校と中学校が互いに学習内容を共有することで，誰もが解ける問題になります｡
・小学6年生の文字式や小学校の復習で，上記問題を活用した授業例を示します。
① 表を使い数の変化のきまりを見つけて式に表し，その式が正しいことを図を使
って説明する。また，説明文の書き方を指導する。※表を使うことは重要です。

② ６＋５×（n－１）以外に１＋５× n，６× n－（n－１）など，いろいろな式
に表せます。式の違いはストローの本数の求め方の違いであり，その考え方を互
いに理解し，共通点などを話し合い，友達の解き方を使って問題を解く。

③ ６＋５×（n－１）の６や５，１の意味を話し合う。さらに，１＋５× n，６×
n －（n －１）など，式が違うと同じ数字の５や（n －１）でも意味が違うことを
話し合うことで「数や式の意味を理解する」力を育てる。

中学校で文字式を学習する前に，教師と生徒が上記①から③の既習内容を復習す
ることで，誰もが解ける学習問題を作ることができるようになります。


